






気になるワード ルッキズム（外見至上主義）

　お正月に放送されたドラマ『逃げるは恥だが役に立つ』で
は、妊娠・出産、選択的夫婦別姓、育休、パワハラ、LGBTQ、性
別を問わない名づけなど、男女平等やSOGIに関するテーマ
がたくさん盛り込まれていました。

　例えば、「嫁さん若いんだって？いいよな～」「俺も次は年
下かな」「劣化してなくてピッチピチの」などという会社の上
司の発言に対し、物の性能や品質が損なわれる「劣化」とい
う言葉を人間に対して使うことについて星野源さん演じる“
ヒラマサさん”が質問し、同僚が拍手喝采する場面や、「一番
若くてかわいい女子社員を助手につけます」という上司に対
し、「若くてかわいいと仕事が回るんですか？」と尋ねる場面
もありました。

　このように、女性の見た目の若さや美しさに価値を置くこ
とをはじめ、人間の見た目をいじったり、からかったり、攻撃
したりする人の行動の背景には、「ルッキズム」（外見至上主
義）、つまり人を見た目で評価する考えがあるとされます。

　「美」の基準は、誰がいつ決めるのでしょう。平安時代には
、男女問わず和歌を詠めることが美男美女の条件だったそう
です。女性の場合は眉を全部抜き、その少し上に描く「ひき
眉」や小さくすぼめた「おちょぼ口」が美しいとされ、江戸時
代には色白で頭頂部の青味がかった男性がイケメンとされ
ていたそうです。

　パラソルでは、2020年の男女別の俳優ランキングをみて、
男性は話術や演技力など様々な軸を評価されているが、女
性は主に見た目や若さを評価されている感じがするという
声がありました。

　近年、こうしたルッキズムを見直していこうという動きがあ
ります。
　例えば、ここ数年のディズニーアニメに登場するプリンセ
スは、白人で細身で目がぱっちりしているという従来のプリ
ンセス像から、多様な人種、民族のプリンセスが登場してき
ている他、小さな目、鼻が丸い、そばかすがある、闘うたくま
しいイメージなどの多様な人物像を描写しつつあります。

　2020年度から、上智大学では「女性らしさ」「男性らしさ」
のおしつけやルッキズムを助長するとして、長年続いた男女
別の「ミス＆ミスターソフィアコンテスト」を学生が主導して
廃止し、その「人」自身の魅力と社会課題を発信する「ソフィ
アンズコンテスト」が行われるようになりました。この他、数
々の大学がミス・コンテスト、ミスター・コンテストを取り止め
たり、出場者のジェンダー表現に柔軟に合わせ、戸籍の性別
や性自認が女性、男性でなくても出場可能にしたりするとい
う動きも出てきています。

　また、トランスジェンダーをはじめ、法令上の性別情報が
カミングアウトの強制やアウティングにつながる恐れや、性
別の開示を希望しない人のニーズから、2020年7月には多く
の企業が使っていた日本産業規格（JIS）の履歴書様式から
性別欄が削除されました。これをきっかけに、病気やけがな
どで顔にあざや変形があることや、生まれつき肌や体毛の色
素が薄いことなど、見た目で差別や偏見を受ける「見た目問
題」による困難を抱える人をはじめ、すべての人が、外見から
就活で不当な差別を受けることなく、適性や能力で公正に
選考される社会になるようにと、履歴書から顔写真欄をなく
そうというキャンペーンも行われています。

　皆さんは、人を見た目で評価し、優劣をつけるシステムに
ついて、どう思いますか。

嫁さん若いんだって？いいよな～

劣化しなくてピチピチの

関連本の紹介

『少女マンガのブサイク女子考』トミヤマユキコ著, 2020年 左右社
『ブスの自信の持ち方』山崎ナオコーラ著, 2019年 誠文堂新光社
『ヘルタースケルター』岡崎京子著, 2003年 祥伝社
『私がアルビノについて調べ考えて書いた本―当事者から始める社会学』
　矢吹康夫著, 2017年 生活書院
『あなたを閉じこめる「ずるい言葉」』森山至貴著, 2020年 WAVE出版
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ダブルリボンキャンペーン2020
令和２年11月1日～12月25日

毎年11月は、国が定める「女性に対する暴力をなくす運動」期間（11月12日～25日）と
「児童虐待防止推進月間」。
女性に対する暴力と児童虐待が密接に関連していることから、国立市では、それらの防止と対策
のために、二つの取り組みを表すシンボルマーク「パープルリボン」「オレンジリボン」を組み合
わせた「ダブルリボンキャンペーン2020」を開催しました。

STOP DV・子どもを守ろう！
市内各所でパネル展示・ライトアップ・メッセージ募集を実施

旧国立駅舎

11/12～11/18

旧国立駅舎でのオレンジライトアップとパープ
ルライトアップ。この事業は、東京都・（公財）東
京観光財団の「建築物等のラ
イトアップモデル事業費助成
金」を活用して実施しました。

国立市役所
11/20～11/30

本キャンペーンは国立市市長室、国立市子ども家庭支援センター、くにたち男女平等参
画ステーション・パラソルの共催により実施。併せて、今年再建された街のシンボル「旧
国立駅舎」の協力で、旧駅舎でもライトアップや展示、メッセージ募集が行われ、多くの
方にDV・児童虐待について知って頂く機会となりました。

旧国立駅舎など三か所で実施。広く伝える機会に

パラソル（くにたち・こくぶんじ市民プラザ）
11/1～12月末

パラソルスタッフのイラストで
DVとは何かを発信



ちょっとつぶやき 「張り合ってる自分を感じたら…」

「でもさ…」
「だって…！！」
何かを言われてつい、
口をついて出てくるのはどうして？

あなたの言っている正しさ。
相手を否定するための、正しさ？

お互いをぶつけ合い、削り合うのでなく、認めて広げてみる
ことから、「話し合い」は始まるのかもしれない。

michiイラストレーター

本・映画のご紹介
Book review

モテないけど生きてます
苦悩する男たちの当事者研究

ぼくらの非モテ研究会　2020年 青弓社

男性が他の男性を貶める際に相手を
「女性化」する傾向、自分の体や性へ
の否定的な感覚… 弱音や感情を語
りづらいとされる男性たちが「非モテ

研究会」をはじめ、自助グループで語り合うストーリーがジ
ェンダーやセクシュアリティにまつわる根本的な社会問題
を明るみに出していく当事者研究の本。
様々なケースに「なるほど」と思います。

LGBTとハラスメント

神谷 悠一・松岡 宗嗣
2020年 集英社新書

SOGIの基礎知識、2020年6月に施行
されたいわゆる「パワハラ防止法」の
解説の他、「善意のアウティング」や「
LGBTではない＝普通」と言ってしま

うパターンなど、多くの実例をもとにしたハラスメントがパ
ターン別に、細やかに紹介されています。
SOGIハラやアウティングが起きてしまった場合の対応も
掲載されており、企業で働く方や地域の方など、多くの方
に読んでほしいと思いました。

映画『I Am Here 
―私たちはともに生きている―』

トランスジェンダーの人々がより生きや
すくなるよう活動を続ける監督によるド
キュメンタリー映画。日常に、「すでに、

ともに生きている」一人ひとりの人の生の声から、社会の現状
も浮かびあがっています。
　東京ドキュメンタリー映画祭2020では短編部門グランプリ
を受賞。現在各地で上映会も行われています。

・・

空気が読めなくても
それでいい。

細川貂 ・々水島広子　2020年 創元社

気まぐれ、雰囲気を察するといった
「定型発達用」につくられた世界で
の貂々さんの生きづらさを水島先

生と一緒にみていくコミックエッセイ。
まじめで嘘がつけない、などの特性をもつ「非定型発達
」の人のための工夫が満載なだけでなく、「非定型」の
女性の生きづらさの背景にある社会構造も考えさせら
れます。

監督・主演 浅沼智也 2020年




